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福島第一原子力発電所の事故によって陸域に沈着した放射性セシウムの動態を把握するため、除染地や畑

などのさまざまな土地利用条件下にある斜面に土壌侵食プロットを設置して土砂および放射性セシウムの

移動を観測した。 
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1. 緒言 

原発事故後の放射性セシウムの分布を予測するためには、斜面スケールにおける放射性セシウムの動態

把握が必要である。斜面スケールでの放射性物質の移動を調べた既往研究では、草地や畑などの土地利用

によって土砂の放射性物質濃度が異なることが報告されている[1]。しかし、長期的な観測例は少なく、そ

の時間変化傾向には不明の点が多い。本研究では、土地利用条件下の異なる地点に設置した土壌侵食プロ

ットによる観測結果に基づいて、放射性セシウムの濃度およびその時間変化傾向を比較した。 

2. 調査方法 

福島県伊達市および川俣町内の未耕作畑（畑 A1、B1、C1）、耕作畑（畑 A2、B2、C2）、草地（草地 A、

B、C、D）、森林（1地点）、除染地（未耕作・耕作各 1地点）に設置された土壌侵食プロット（縦 22.13 m、

幅 5 m）によって観測を行った。降雨後に各プロットの下端に設置した三角堰およびタンクに堆積した土

砂（堆積土砂）とタンクに捕捉された懸濁水（浮遊土砂）を回収し、重量および 137
Cs濃度の測定を行った。

堆積土砂および浮遊土砂の重量および 137
Cs 量を合算して流出土砂の 137

Cs 濃度を算出した。堆積土砂・浮

遊土砂・流出土砂の 137
Cs濃度（Bq kg

-1）は 137
Cs初期沈着量（Bq m

-2）で除して、それぞれ Sctotal, Scdepo, Scss

（m
2
 kg

-1）を算出した。それぞれの Sc の時間変化は Sc(t) = a exp (-λt)で示される指数関数でフィッティン

グを行った。ここで、t は事故からの経過時間(年)、a は切片(m
2
 kg

-1
)、λは低減係数(1/t)である。 

3. 結果・考察 

各土地利用における Sctotalの平均値は 0.01～0.084 m
2
 kg

-1の値を示し、森林、未耕作畑、草地、除染地、

耕作畑の順に大きかった。時間変化傾向を見ると Sctotalのλは、畑 A1、A2、草地 B、C、森林で正の値を

示したが、いずれの地点も決定係数は小さかった。Scdepoのλも畑 A1、畑 A2 において正の値を示したが、

いずれの地点も決定係数は小さかった。一方で ScSSのλは畑 B2、除染地（未耕作・耕作）を除いた地点で、

高いλと決定係数が得られた。とくに草地においてはλ、決定係数ともに大きく低下傾向が明瞭であった。

これらの一つの原因として、植生被覆に富む地点では比較的高い 137
Cs濃度を持つ細粒な土砂が選択的に流

出したことが考えられる。今後、表面流の発生などの侵食プロセスに着目した解析を行う予定である。 
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